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Ⅰ. ま え が き

こ1数年,伊部地方に廿世紀の栽培熟が盛になるにつれて栽培技術面において,より合理的な安定し

た技術が望まれる様にな り種々な面から研究がなされて凍た.最近では樹体の水分経済等の問題を中心

に清耕,披露,草生等の方法を比敬見討し思案されている.

本冥験は清耕法の場合における検体の養水分の一部の概要を知る薦糾 こ,廿世紀成木の結果枝及発育

枝の芽と葉について水分,全窒素,組織粉末比重を1953年10月から1954年9月にわたって調査したの

で,その結果を苗で報告する.

茸験の途行並にまとめに当って高馬教授の指導を仰ぎ,賓施に当り川上好和氏の協力を得た･玉に厚

く-御礼申し上げます.

Ⅰ.実 験 材 料

材料は本学農場の同一囲場 (火山衣土壌)に栽植されている23年生廿世紀 (3問×3間,-樹当り収

量20乃至25貫)3本を用ひ,毎回結果枝 (長さ10cm内)の花芽50個,薬50枚及発育枝 (長さ60cm及

至 1m内)の葉芽50個,菓50枚を採収し実験に供した.

皿.実 験 方 法

採収材料は直ちに秤量瓶に軽くつめ秤量し,1000Cで 30分間乾燥せしめた後約17時間乃至20時間

70℃ に放置して秤量し,次いで之の試料を粉末 (0.05mm 舘を通す) とし仝窒素, 組織粉末比重の測

定に用いた.仝窒素の定量は試料をオス T･ワル ドの分解装置で分解後奥田,塩入式定量装置を用いて行

った.組識粉末比重の測定は1gの試料を10cc入メシti'ペツtlに採 り之を一定の高さか ら100回当打沈

し其の後の目盛を読んでその試料の比重を算出した.水分含量の槙示は粗描氏に従ひ生体組織の水分を

乾繰組哉粉末容積で表す対組楕織粉末容積水分含量を併せ用いた.

Ⅲ. 実 験 結 果 及 考 察

(1) 結果枝の花芽,葉及発育枝の葉芽,葉の水分含量の変化 (節-図及第二図)

全体的に見て芽,菓いずれも6月から7月下旬にかけて最大の値を示し, 8月上旬から同下旬の間に

最低となり9月上旬に再び高 くなっている.休眠期間中の花芽,葉芽においては採収日の天候に影響さ

れる如くであるが共に殆ど同様な経過をたどり発芽期に至って急激に増加している.

結果枝の発育期間中の花芽と菜の水分の変化の関係を見ると花芽分化期と思われる7月下旬頃までは

花芽は葉に比べて可成り高い含量を示めし葉の硬化充実が先行するが其の後 8月中旬に至る間花芽の水

分含量の減少が著しく此の時期の花芽分化の進行が予察される.(廿世紀の花芽分化期は, 大阪 6月下

旬,江口,大塚,1923,福岡6月下旬から7月上旬,松尾,飯田,1953)その後 8月下旬か ら9月上旬

にかけて相当量の増加を花芽,葉共に示し再び減少するが花芽において特にその傾向が著しい.之は降

水量の増加による吸水量の増大や果実の収穫による水分供給の増加が考えられる.
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次に発育枝の葉芽と某について比敬すると

7月以降常に葉に高い状態で8月申下旬まで

梢々授かに減少してから,9月上旬に一旦特

に葉に著しく増加している.伺7月上中旬葉

に水分が少なくなっているのは,枝条の二次

生長の時期に当るので伸長生長に多量の水分

が費された為かと思ふ.

発育期間中の花芽と葉芽の水分含量の変化

を比電交すると,葉芽では概して変化の巾が少

なく経過しているが花芽においては7月中旬

Ji叫q 頃著しく高 く8月上旬にかけて急減し牧穫時

期に可成高くなる等変化の巾が大きい.

以上の成績から,結果枝の花芽及葉の水分

含量の変化と発育枝の芽及葉の場合とでは大

部趣を異にする所があり,横体の水分生理の

多様さをうか L'ふ事が出来る.

(2) 結果枝の花芽,菓及発育枝の葉芽,

葉の全室素含量の変化 (第3図及第4図)

仝窒素含量の変化は,大凡そ枝条の一次生

長叉は二次生長の停止期頃(7月)に最高を示

し以後急激に減少して8月上中旬に最低とな

り8月下旬から9月にかけて一旦上昇する･

休眠期間中の花芽及葉芽においては葉芽は

大して変化が見られないが花芽では若干なが

ら漸増しており花芽の発育を裏付けるものが
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ある.発芽期に至って花芽,葉芽共顕著に増

加する.

結果枝の花芽 と葉の窒素の変化を比校する

と7月下旬以降においては略水分含量の変化

と同様な経過を示めしている.次に発育枝の

葉芽と葉について見ると7月下旬か ら8月上

旬にかけて逆な傾向が見られるがその後は 8

月,9月共に略同様な経過を示し9月中旬以

後即ち,果実収穫期叉はその後において再び

高くなっている.

発育期間中の花芽と葉芽の窒素含量の変化

を比硬すると, 7月下旬から8月上旬にかけ

ては両者は共に急激に減少を示しているが其

の後葉芽では花芽に見られる8月下旬頃の著

しい増加は認められす9月下旬頃に至って増

加している.



(3) 結果枝の花芽,葉及発育枝の葉芽,莱

の組蹟粉末比重の変化 (第5表)

組竃宅の粉末比重は植物の綜合的充実度を表す

一つの指標として用ひられているが特に敦水

化物の増減がその消長に著しく影響する.

(拭櫛,田口) 本実験結果からその変化を見

ると葉においては総じて生長期に高 く8月に

低 くなり,収穫期から収穫後にかけて漸増す

る.花芽及葉芽では発育期間中大 した変仙 ま

見られない.

結果枝の花芽と葉の粉末比重の変化を見る

と生長期から充実期にかけて両者に括抗的な

関係が可成り明かに赤めされている.之のこ

とは結果枝の花芽の栄養が葉の生理作用特に

炭素同化 に影 響されていることを示すもの

であらう.

発育枝の葉芽と葉 との問では前者に示され

る様な明かな関係を認め難い.之は発育枝の

葉芽は貯蔵栄養の分量が花芽に比し少ない為

に判然と現れないのであらうと恩ふ.

休眠期間中における花芽と葉芽の粉末比重

の変化を比較すると花芽は僅か高 くなる傾向

がうか わゞれるが研して変化な く発芽期に至

って共に急増する.

以上結果枝の花芽及葉,発育枝の葉芽及葉

の水券,仝窒素,組織粉末比重の変化を通覧

して考察するに,樹休の部分により独立性が

高 く各々その状態に則応した生理機能を示す

事が知れる.

倍,注目すべきは当地の清耕栽士副こ於いて

7月下旬から 8月中旬にかけて見られ る水

令,仝窒素の急激な減少は,その後それ等が収

穫期にかけて増加していることより見て,此
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の時期の降雨量の不足 (第6図)によると土

壌水分の減少,地温の上昇,根の機能障害等の影響が大きい様に考えられる.

堀江氏(1953)は梨園の管理の中で此の時期は伸長生長から充実生長,果実の肥大, 花芽の分此充実

の時期になるので土壌水分の保持を計 り,地温の上昇を防ぎ,根の恒延と機能を促す必要があると述て

いる.

次に芽と葉の関係を組織粉末比重について見るに結果枝において両者の増減に逆な関係が認 られ葉の芽

に及す生理的影響が大きい.著者は廿世紀の発育枝について異常発育の経過を観察しているに,異常薬

の現れた位置の芽 (葉芽)は正常葉の位置の芽 (美芽)より大変小さく,且つその芽の発芽後の発育が

極て惑い事実を認めている.
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休眠期間中の花芽の垂窒素,紐帯粉末比

重の漸増は花芽の発達を立証するもので

ある.

†.摘 要

(1) 清耕園の廿世紀成木を用ひ1953年

10月より1954年9月ま七結果枝と発育枝の

芽及葉について水分含量,仝窒素含量,級

織粉末比重を測定した.

(2) 結果枝と発育枝の芽及葉の水分 及

仝窒素含量は7月下旬から8月上旬頃著し

く減少する.その彼,発育枝の芽及葉は略

同様な経過をたどるが結果枝の花芽におい

て8月下旬に仝窒素, 9月中旬に水分含量

の著しい増加が見られた.

(3) 7月申下旬頃の花芽の水分含量 は

葉芽に比較して著しく高かった.

(4) 花芽と葉の問の妄阻楕粉末比重 の変

化に逆関係を認めた.

(5) 休眠期間中,花芽に仝窒素含量,

組織粉末比重の漸増が認められた.
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Stlmmary

(1) Seasonalchangesofthewatercontent,thenitrogenandthesIX℃ificgravityofthe

tissuepwderweremeasuredfrom October1953toSeptember19540nthebudsandleaves

ofbearingandvegetativeshootsofNijjiseikipearonthecleanculh汀eOrchard.

(2) ThewatercontentandthetotalNitrogenofthebudsandleavesonbearingand

Vegetativeshootsdecreasedgreatlyaboutfrom lateJl】lytoearlyAu釘lSt,andthoseonthe

Vegetativeshoothavealmostpassed,thereafter,buttheincreaseofthetotalnitrogenat

lateAugustandthewatercontentatmidSeptemberontheflowerbudsofbearingshoot

wereobviouslyfolmd.

(3) Thewatercontentofflowerbudswasveryhigherthanthatofleafbudsonmid

andbteofJuly.

(4) Werecognizedthereverserelationonthechangeofthespecificgravityofthe

tissuepowderbetweenflowerbudsandleaves.

(5) Onflowerbudsintherestperiodwasfoundthegradualincreaseofthetotalnit-

rogenandthespecificgravityofthetissuepowder.
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